
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
。

カ
ガ
ヤ
ン
渓
谷
は
治
安
が
悪
い
。
一
時
は
パ
ト
ケ
三
十
台
も

動
員
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
ん
な
と
き
は
、
土
民
の
暴
動

や
ゲ
リ
ラ
の
襲
撃
に
備
え
、
護
衛
兵
十
数
名
付
け
て
も
ら
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
普
段
は
、
私
と
和
田
上
等
兵
の
二
人
で
シ
ビ

リ
ア
ン
と
同
じ
服
装
で
背
に
籠
を
背
負
い
、
む
ぎ
わ
ら
帽
を
か

ぶ
り
、
素
足
で
歩
く
が
、
籠
は
二
重
底
で
下
に
は
い
つ
も
二
個

の
手
榴
弾
が
入
っ
て
い
た
。
一
番
苦
し
か
っ
た
の
は
素
足
で
川

原
の
焼
け
石
の
上
を
歩
く
こ
と
だ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
五
月
十
六
日
、
部
隊
は
バ
ガ
バ
ッ
ク
に
転
進
命

令
が
下
り
、
五
月
十
七
日
ダ
ビ
ッ
ク
を
出
発
し
た
。
そ
の
と
き
、

加
藤
主
計
が
私
を
呼
ん
で「
お
前
は
傷
兵
だ
か
ら
こ
こ
に
残
れ
、

そ
し
て
留
守
中
ゲ
リ
ラ
土
民
の
襲
撃
に
備
え
よ
」
と
兵
八
名
、

銃
八
挺
、
米
三
〇
キ
ロ
、
病
人
が
十
五
～
六
名
だ
っ
た
。
た
っ

た
八
名
の
兵
で
ゲ
リ
ラ
が
襲
撃
し
て
き
た
ら
、
ど
う
し
て
防
ご

う
か
と
心
細
か
っ
た
。

六
月
二
十
五
日
、

オ
リ
オ
ン
峠
の
戦
い
に
敗
れ
た
友
軍
が
続
々

と
カ
ガ
ヤ
ン
渓
谷
に
入
っ
て
来
た
。
私
の
部
隊
も
多
数
の
犠
牲

者
を
出
し
て
帰
っ
て
来
た
。
ダ
ビ
ッ
ク
に
来
て
か
ら
三
カ
月
、

こ
の
間
マ
ラ
リ
ア
で
兵
力
は
半
減
し
、
そ
の
上
オ
リ
オ
ン
峠
の

戦
い
で
我
が
部
隊
の
兵
力
は
三
分
の
一
と
な
っ
た
。

部
隊
は
ダ
ビ
ッ
ク
の
陣
地
を
捨
て
て
、
さ
ら
に
奥
地
に
入
り

終
戦
を
迎
え
、
九
月
十
八
日
ジ
ョ
ネ
ー
ス
に
お
い
て
武
装
解
除

を
受
け
た
。

あ
れ
か
ら
早
く
も
五
十
年
、

私
も
七
十
五
歳
に
な
り
ま
し
た
。

両
足
不
自
由
と
な
り
、
思
う
よ
う
に
仕
事
が
で
き
ず
、
今
で
は

家
業
も
家
計
も
伜
に
任
せ
、
私
は
運
動
の
た
め
庭
の
手
入
れ
と

養
鯉
と
栗
林
二
反
歩
ば
か
り
栽
培
し
て
気
ま
ま
に
や
っ
て
い
ま

す
。

独
立
電
波
（
堀
江
）
小
隊
も
照
空
隊
も

歩
兵
と
し
て
戦
う
　 

山
形
県
　
東
海
林
寿
雄
　 

私
は
昭
和
十
八
年
一
月
十
五
日
、「
防
空
兵
」
と
し
て
大
阪

集
合
地
に
入
営
し
、
下
関
、
釜
山
、
朝
鮮
半
島
経
由
、
一
月
二

十
六
日
牡
丹
江
馬
鞍
山
に
て
満
州
第
三
六
三
七
部
隊
（
独
立
野



戦
照
空
第
二
大
隊
第
一
中
隊
内
海
隊
）
に
入
隊
し
ま
し
た
。
輸

送
指
揮
官
は
中
隊
長
代
理
磯
野
中
尉
で
車
内
で
は
、「
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
街
の
朝
」

を
何
回
と
な
く
繰
り
返
し
歌
っ
た
こ
と
が
、

印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
内
海
大
尉
は
千
島
方
面
に
転
属
に

な
り
塩
谷
隊
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
六
月
十
二
日
、
南
方
方
面
転
出
の
た
め
牡
丹
江

扱
河
駅
を
発
つ
。「
瑞
穂
丸
」
に
て
七
月
十
六
日
比
島
マ
ニ
ラ

に
上
陸
、
マ
ニ
ラ
市
の
防
空
の
任
に
就
く
。

昭
和
十
九
年
六
月
二
十
八
日
、
神
奈
川
県
相
模
原
に
て
独
立

電
波
小
隊
（
電
波
四
個
小
隊
）
が
編
成
さ
れ
、
九
月
七
日
マ
ニ

ラ
上
陸
、
第
四
航
空
軍
司
令
部
直
属
隷
下
と
な
り
、
そ
の
隷
下

に
各
小
隊
ご
と
に
配
属
さ
れ
、
第
二
小
隊
で
あ
っ
た
堀
江
小
隊

は
九
月
八
日
威
三
六
三
七
部
隊
（
野
戦
照
空
第
二
大
隊
）
本
部

に
配
属
と
な
る
。
九
月
二
十
一
日
の
マ
ニ
ラ
初
空
襲
の
当
日
、

私
は
マ
ニ
ラ
市
郊
外
に
あ
る
中
隊
本
部
「
バ
ル
ー
ト
」
の
陣
地

か
ら
臨
時
衛
生
兵
教
育
の
た
め
レ
ト
ラ
ン
大
学
跡
に
あ
る
大
隊

本
部
に
お
り
、
そ
の
と
き
に
堀
江
小
隊
と
一
緒
に
空
爆
の
中
に

い
た
こ
と
を
後
で
知
る
。

堀
江
小
隊
は
十
月
に
入
り
、
電
波
兵
器
が
空
輸
さ
れ
る
こ
と

で
中
隊
本
部
の
「
バ
ル
ー
ト
」
に
陣
地
構
築
を
始
め
る
。
待
ち

に
待
っ
た
電
波
標
定
機
が
空
輸
さ
れ
て
組
み
立
て
に
入
っ
た
が
、

ブ
ラ
ウ
ン
管
が
機
械
と
合
わ
な
い
こ
と
が
判
明
し
、
作
業
を
中

止
す
る
羽
目
と
な
る
。
二
十
一
年
一
月
七
日
の
転
進
命
令
で
照

空
隊
と
行
動
を
共
に
す
る
際
、
完
成
間
近
い
標
定
機
を
取
り
外

し
て
穴
の
中
で
焼
却
す
る
。
私
は
中
隊
本
部
に
お
り
、
テ
レ
ビ

の
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
画
面
に
波
形
だ
け
の
映
像
を
見
た
だ
け
で
し

た
。一
月
十
二
日
夜
、
照
空
隊
第
一
陣
と
し
て
塩
谷
隊
と
堀
江
小

隊
第
二
分
隊
は
マ
ニ
ラ
を
出
発
、
北
部
ル
ソ
ン
「
エ
チ
ア
ゲ
」

飛
行
場
に
向
け
転
進
、
無
灯
火
の
行
軍
と
な
る
。
三
月
三
日

「
ソ
ラ
ナ
」
に
て
照
空
隊
は
解
散
と
な
り
、
塩
谷
隊
は
勤
兵
団

独
立
歩
兵
第
一
八
三
大
隊
牟
田
部
隊
に
、
中
隊
の
一
部
は
臨
時

歩
兵
第
十
六
大
隊
利
根
木
部
隊
へ
転
属
す
る
（
照
空
隊
関
係
か

ら
一
九
八
名
）

。

塩
谷
隊
は
三
月
十
二
日
、
目
的
地
北
部
ル
ソ
ン
「
カ
ワ
ヤ
ン
」

の
牟
田
部
隊
本
部
に
到
着
す
る
。
三
月
三
十
日
編
成
替
え
が
あ

り
、
塩
谷
隊
は
二
分
さ
れ
塩
谷
第
二
中
隊
、
早
川
第
三
中
隊
と

な
る
。
私
は
早
川
隊
に
配
属
と
な
る
。



早
川
隊
の
第
二
小
隊
長
に
堀
江
少
尉
が
任
命
さ
れ
る
。
早
川

隊
は
四
月
二
日
「
シ
ノ
マ
ル
ノ
ル
テ
」
に
到
着
、
附
近
の
警
備

に
就
く
。
五
月
十
八
日
作
命
に
よ
り
オ
リ
オ
ン
峠
入
り
口
付
近

に
転
進
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
堀
江
小
隊
は
病
兵
二
十
四
名
と
共
に

「
シ
ノ
マ
ル
ノ
ル
テ
」
に
残
置
と
な
る
。
オ
リ
オ
ン
峠
を
越
え

五
月
三
十
一
日
「
バ
カ
バ
ッ
ク
」
朝
日
橋
付
近
に
到
着
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
極
度
の
糧
秣
不
足
の
た
め
、
翌
日
各
分
隊
よ

り
二
名
小
林
伍
長
以
下
十
七
名
再
び
オ
リ
オ
ン
峠
を
引
き
返
し
、

「
コ
ル
ド
ン
」
に
て
籾
を
受
領
し
た
が
、「
サ
ン
ル
イ
ス
」
近
く

で
米
軍
車
両
部
隊
が
オ
リ
オ
ン
峠
入
口
の
朝
日
橋
を
通
過
、
峠

に
侵
入
し
た
と
の
情
報
に
て
、
遠
く
の
方
で
砲
声
が
盛
ん
に
聞

こ
え
、
各
部
隊
は
続
々
と
山
を
下
り
て
く
る
。

小
林
伍
長
以
下
中
隊
復
帰
は
絶
望
と
な
り
、
籾
を
放
棄
し
て

大
隊
本
部
に
合
流
す
べ
く
北
進
を
続
け
る
。
六
月
七
日
「
シ
ノ

マ
ル
ノ
ル
テ
」
に
到
着
す
る
。
幸
い
、
後
続
隊
と
し
て
残
留
し

て
い
た
堀
江
小
隊
と
合
流
す
る
こ
と
が
で
き
、
以
後
行
動
を
共

に
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
こ
ろ
塩
谷
隊
は
尚
武
作
命
に
よ
り
勤
兵
団
主
力
に
復
帰

す
べ
く
六
月
十
一
日
「
カ
ワ
ヤ
ン
」
を
出
発
、「
シ
ノ
マ
ル
ノ

ル
テ
」
を
通
過
、
六
月
十
四
日
未
明
「
リ
ザ
ー
ル
」
に
お
い
て

米
軍
と
眞
正
面
に
衝
突
、
尖
兵
中
隊
だ
っ
た
塩
谷
隊
は
中
隊
長

以
下
全
滅
的
被
害
を
受
け
る
。
生
存
者
は
ス
コ
ー
ル
を
利
用
し

「
シ
ノ
マ
ル
ノ
ル
テ
」
に
脱
出
す
る
。
暗
く
な
る
の
を
待
っ
て

「
カ
バ
ナ
ツ
ア
ン
」
に
逃
れ
る
。

翌
日
、
観
測
機
と
迫
撃
砲
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
陣
地
を
構
築
、

死
守
を
決
意
す
る
も
、
夜
半
に
な
っ
て
マ
ガ
ッ
ト
河
の
渡
河
の

命
を
受
け
る
。
各
部
隊
我
れ
先
に
と
行
動
を
起
こ
す
（
翼
・
駿
・

藤
沢
兵
団
約
一
万
三
千
名
）

。
河
岸
に
着
く
と
、
川
の
流
れ
も

早
く
、
流
さ
れ
る
者
多
数
お
り
、
大
混
乱
の
状
態
だ
っ
た
。
堀

江
小
隊
も
対
岸
に
着
い
た
の
は
半
数
く
ら
い
だ
っ
た
。
そ
の
後

元
堀
江
隊
の
数
名
は
別
行
動
に
入
り
残
っ
た
の
は
十
数
名
と
な

る
。
在
留
邦
人
も
避
難
し
て
い
る
と
い
う
通
称
塩
水
地
に
籾
を

運
搬
す
る
よ
う
指
示
を
受
け
、
夕
刻
カ
ラ
バ
オ
（
水
牛
）
に
籾

を
積
み
、
部
落
を
発
ち
明
け
方
ま
で
帰
る
作
業
を
す
る
。

塩
谷
隊
が
塩
造
り
し
て
い
る
と
の
情
報
も
入
る
。
七
月
に
入

り
部
隊
は
転
進
す
る
こ
と
に
な
り
、
各
人
竹
筒
に
塩
の
配
分
を

受
け
、「
ボ
ン
ド
ッ
ク
」
へ
向
け
山
岳
地
帯
に
入
る
。

途
中
モ
ン
パ
イ
峠
に
て
初
め
て
ゲ
リ
ラ
の
攻
撃
を
受
け
る
。



七
月
二
十
四
日
「
マ
ヨ
ヤ
オ
」
に
到
達
し
た
駿
兵
団
は
約
四
五

〇
名
で
戦
闘
中
の
と
こ
ろ
へ
、
翼
兵
団
（
三
上
師
団
長
）
と
牟

田
大
隊
が
到
達
す
る
。
七
月
三
十
日
に
は
敵
は
二
千
名
に
達
し
、

ま
た
米
人
指
揮
の
迫
撃
砲
を
有
す
る
数
百
の
ゲ
リ
ラ
あ
り
と
記

し
て
あ
る
。

第
一
線
の
翼
兵
団
と
交
代
に
な
り
牟
田
大
隊
は
陣
地
に
着
く
、

前
方
の
山
の
陣
地
に
い
た
小
林
伍
長
は
頭
部
貫
通
を
受
け
戦
死

し
た
と
後
で
聞
く
。
そ
の
こ
ろ
堀
江
小
隊
か
ら
同
年
兵
の
佐
田

兵
弥
君
、
今
田
芳
次
郎
君
と
私
の
三
名
は
後
方
の
山
の
監
視
所

に
配
属
さ
れ
、
中
腹
に
壕
を
掘
り
監
視
中
、
前
方
の
山
を
機
銃

掃
射
し
て
い
た
双
発
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
機
の
流
れ
弾
が
今
田
君
顔

面
に
命
中
す
る
。
抱
き
合
っ
て
い
た
私
は
幸
い
無
傷
だ
っ
た
。

そ
の
日
の
戦
闘
は
迫
撃
砲
と
数
機
に
よ
る
機
銃
掃
射
、
そ
し
て

山
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
炎
が
上
り
今
ま
で
に
な
い
展
開
を
呈
し

て
い
た
。

監
視
所
を
交
代
に
な
り
本
部
に
戻
る
と
、
迫
撃
砲
撃
破
の
五

名
の
斬
込
隊
の
編
成
中
だ
っ
た
、

堀
江
小
隊
よ
り
私
が
選
ば
れ
、

五
日
間
の
糧
秣
と
一
キ
ロ
爆
雷
を
渡
さ
れ
、
大
隊
長
よ
り
「
成

功
を
祈
る
」
と
激
励
さ
れ
出
発
す
る
。
途
中
監
視
所
に
よ
る
と
、

「
負
け
戦
の
と
き
は
置
き
ざ
り
に
さ
れ
る
と
き
が
あ
る
」
と
助

言
さ
れ
た
が
、
そ
の
と
お
り
帰
隊
し
た
と
き
は
、
部
隊
は
転
進

し
た
後
で
民
家
に
は
ゲ
リ
ラ
が
見
え
隠
れ
す
る
。
暗
闇
に
そ
の

地
の
脱
出
を
計
り
病
人
で
追
い
つ
け
な
い
で
寝
て
い
る
者
を
頼

り
に
進
む
。

小
川
を
渡
り
再
び
山
に
入
っ
た
こ
ろ
夜
が
明
け
る
。

し
ば
ら
く
行
く
と
、
二
十
名
く
ら
い
い
た
中
に
同
年
兵
の
村
上

房
治
君
が
い
た
。
こ
の
地
点
か
ら
峰
づ
た
い
に
入
っ
た
と
い
う

の
で
三
々
五
々
追
い
か
け
て
い
る
の
に
出
会
う
。
芳
賀
守
雄
さ

ん
と
も
会
う
。
内
村
少
尉
を
カ
ラ
バ
オ
に
乗
せ
、
二
人
分
の
装

具
を
背
負
っ
て
の
行
動
の
た
め
に
大
分
遅
れ
て
い
た
。

大
隊
本
部
で
は
別
に
報
告
も
な
く
斬
込
隊
は
解
散
す
る
。
夜

中
に
銃
声
が
聞
こ
え
自
殺
者
も
で
る
。
部
隊
は
マ
ガ
ッ
ト
河
方

面
を
眺
望
で
き
る
地
点
に
出
た
が
、
さ
ら
に
山
岳
地
帯
に
入
っ

て
行
く
。
こ
の
と
き
堀
江
小
隊
は
隊
長
以
下
菅
原
敬
治
さ
ん
、

三
上
喜
代
志
さ
ん
、
佐
田
兵
弥
君
と
私
の
五
名
と
な
る
。
眼
下

の
平
野
は
あ
る
程
度
地
形
も
分
か
り
、
糧
秣
の
確
保
も
容
易
で
、

生
き
延
び
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
結
論
に
な
り
、
山
を
下

り
別
行
動
に
入
る
。
カ
ラ
バ
オ
の
肉
を
食
し
マ
ガ
ッ
ト
河
畔
に

辿
り
つ
く
。
住
民
の
一
行
と
遭
遇
、
食
糧
品
を
奪
い
ジ
ャ
ン
グ



ル
に
入
る
。
対
岸
よ
り
糧
秣
を
確
保
す
べ
く
イ
カ
ダ
を
組
み
、

岸
に
つ
な
い
で
お
い
た
が
発
見
さ
れ
流
さ
れ
る
。

翌
日
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
出
た
丘
で
ゲ
リ
ラ
の
一
斉
攻
撃
を
受

け
再
び
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
逃
げ
込
ん
だ
が
、
佐
田
君
の
み
受
弾
す

る
。

八
月
末
ご
ろ
マ
ガ
ッ
ト
河
畔
を
行
動
中
ゲ
リ
ラ
に
出
会
い
、

「
ゴ
ー
マ
ニ
ラ
、
ジ
ャ
パ
ン
東
京
」
と
の
合
図
に
終
戦
を
知
り

投
降
す
る
。「
カ
バ
ナ
ツ
ア
ン
」
米
軍
大
隊
本
部
で
日
本
降
伏

の
新
聞
を
見
せ
ら
れ
、
バ
ラ
線
で
囲
ん
だ
簡
単
な
収
容
所
に
入

る
。
各
収
容
所
を
回
っ
て
き
た
大
型
自
動
車
に
乗
せ
ら
れ
、

「
サ
ン
ホ
セ
」
よ
り
列
車
で
マ
ニ
ラ
ヘ
、
九
月
十
日
モ
ン
テ
ン

ル
パ
の
収
容
所
で
正
式
の
捕
虜
の
取
扱
い
を
受
け
、
堀
江
小
隊

も
各
人
別
行
動
と
な
る
。

私
の
捕
虜
鑑
札
番
号
は
「
五
一
Ｊ
―
一
三
二
七
二
」
で
し
た
。

そ
の
後
、
カ
ル
バ
ン
収
容
所
で
佐
藤
勇
さ
ん
と
会
う
。
マ
ル
キ

ナ
労
働
キ
ャ
ン
プ
そ
し
て
十
二
月
三
十
日
帰
還
予
定
者
と
な
り
、

カ
ル
バ
ン
第
一
キ
ャ
ン
プ
で
佐
藤
竹
治
さ
ん
、
中
村
長
吉
さ
ん

と
再
会
す
る
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
六
日
、
米
リ
バ
テ
ィ
ー
船
で
マ
ニ
ラ
港

出
航
、
一
月
十
五
日
浦
賀
に
上
陸
、
元
横
須
賀
重
砲
兵
学
校
に

て
復
員
事
務
、
一
月
十
八
日
比
島
派
遣
威
一
〇
六
六
五
部
隊
除

隊
と
な
り
帰
郷
し
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
方
面
の
戦
闘
で
の
日
本
軍
・
軍
属
及
び
一
般
邦

人
の
戦
死
者
の
数
は
五
十
二
万
余
名
と
厚
生
省
発
表
が
あ
り
ま

す
が
、
本
土
か
ら
の
連
絡
も
と
だ
え
、
弾
薬
、
食
糧
、
人
員
の

補
給
も
な
く
病
魔
と
飢
餓
に
苦
し
み
な
が
ら
死
ん
で
い
っ
た
の

が
大
多
数
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
制
海
権
、
制
空
権
の
な
い

遠
い
地
域
で
の
戦
闘
は
無
理
で
、

私
た
ち
も
歩
兵
に
転
属
に
な
っ

て
も
何
一
つ
装
備
も
な
い
名
前
だ
け
の
員
数
に
す
ぎ
ず
、
多
数

の
犠
牲
者
が
で
た
こ
と
が
残
念
で
す
。
戦
病
死
さ
れ
た
多
く
の

戦
友
諸
兄
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
ば
か
り
で
す
。

〔
後
日
譚
〕

『
十
三
年
ぶ
り
に
還
っ
て
き
日
の
丸
遺
族
の
手
に
』

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
八
日
、
山
形
駅
に
勤
務
中
に
突
然
、

山
形
新
聞
社
の
ジ
ー
プ
が
駅
の
出
口
付
近
に
止
ま
り
、
記
者
と

カ
メ
ラ
マ
ン
の
方
が
改
札
室
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

何
事
か
あ
っ

た
の
か
と
問
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
わ
た
し
の
名
前
を
言
い
出
し

ま
し
た
の
で
一
瞬
驚
き
ま
し
た
。

記
者
の
方
の
話
で
は
、「
県
の
方
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
戦
死



し
た
森
谷
久
栄
さ
ん
と
同
じ
部
隊
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
こ

と
、
終
戦
後
十
年
以
上
も
過
ぎ
て
い
る
の
で
、
ご
遺
族
の
家
庭

の
様
子
な
ど
お
聞
き
し
た
く
御
自
宅
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
山
形

駅
に
勤
務
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
勤
務
先
を
訪
ね
ま
し
た
」
と

の
お
話
で
し
た
。
そ
し
て
、「
こ
れ
を
見
て
く
だ
さ
い
」
と
取

り
出
し
た
の
は
、「
祈
武
運
長
久
」「
大
和
魂
」「
敢
闘
精
神
」

な
ど
と
、
た
く
さ
ん
の
寄
せ
書
き
の
あ
る
大
き
な
人
絹
の
「
日

の
丸
の
旗
」
で
し
た
。

私
は
眼
前
に
広
げ
ら
れ
た
、
こ
の
「
日
の
丸
の
旗
」
に
身
ぶ

る
い
を
感
じ
、
言
葉
も
な
く
心
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
ま
し

た
。こ
の
「
日
の
丸
の
旗
」
は
ア
メ
リ
カ
陸
軍
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
攻

略
作
戦
に
参
加
し
た
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
軍
曹
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

ル
ソ
ン
島
イ
ザ
ベ
ラ
州
リ
ザ
ー
ル
（
マ
ニ
ラ
市
北
東
方
約
三
百

二
十
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
地
点
）
で
手
に
入
れ
た
も
の
で
、
い
つ

か
は
返
す
機
会
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
…
と
軍
曹
は
そ
の
「
日

の
丸
の
旗
」
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
た
ま
た
ま
戦
死
し
た
父

の
日
記
が
ア
メ
リ
カ
人
の
手
を
経
て
返
っ
て
き
た
と
い
う
い
き

さ
つ
を
綴
っ
た
体
験
記
「
ア
メ
リ
カ
は
案
外
近
か
っ
た
」
を
載

せ
た
リ
ー
ダ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
誌
を
見
て
、
早
速
東
京
に
あ

る
同
誌
の
日
本
支
社
に
「
遺
族
の
方
を
探
し
て
く
だ
さ
い
」
と

そ
の
旗
を
届
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

同
誌
の
日
本
支
社
の
人
た
ち
は
『
贈
る
　
森
谷
久
栄
君
』
と

あ
る
の
を
手
が
か
り
に
、
厚
生
省
引
揚
援
護
局
の
名
簿
を
ひ
と

つ
ひ
と
つ
調
べ
、
よ
う
や
く
山
形
市
、
内
表
出
身
の
元
陸
軍
軍

曹
森
谷
久
栄
さ
ん
の
遺
品
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

記
者
の
方
は
『
戦
後
十
年
以
上
も
経
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の

「
日
の
丸
の
旗
」

を
お
届
け
し
て
も
家
庭
の
事
情
に
よ
っ
て
は
、

喜
ん
で
く
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に

な
る
場
合
が
あ
る
の
で
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
』
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
森
谷
さ
ん
の
ご
遺
族
の
方
と
は
復
員
直
後
か
ら
私

と
芳
賀
さ
ん
共
々
何
回
と
な
く
お
伺
い
し
て
お
り
、

今
年
は
ち
ょ

う
ど
、
久
栄
さ
ん
の
十
三
年
忌
に
当
た
り
六
月
十
四
日
に
法
要

を
営
ま
れ
、
私
も
芳
賀
さ
ん
と
招
か
れ
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
た
こ
と
を
お
話
し
、「
母
親
も
健
在
で
、
ま
た
お
兄
さ
ん

も
軍
人
と
し
て
出
征
し
て
お
り
、
あ
る
と
き
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

マ
ニ
ラ
市
で
同
じ
空
の
下
に
い
た
こ
と
も
あ
り
、
家
庭
的
に
は



非
常
に
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
」
と
伝
え
ま
し
た
。

記
者
の
方
か
ら
私
も
一
緒
に
案
内
し
て
く
れ
る
よ
う
頼
ま
れ
、

早
速
外
出
の
許
可
を
得
て
ジ
ー
プ
に
乗
り
森
谷
さ
ん
宅
に
向
か

い
ま
し
た
。

森
谷
さ
ん
宅
は
大
き
な
専
業
農
家
で
、
突
然
の
訪
問
に
驚
き

と
喜
び
が
一
緒
に
な
っ
て「
ま
る
で
久
栄
が
帰
っ
た
よ
う
で
す
」

と
大
い
に
喜
び
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
軍
曹
や
リ
ー
ダ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
日
本
社
の
方
々
、
そ
し
て
山
形
新
聞
社
の
ご
好
意
に
感
謝

申
し
上
げ
た
次
第
で
し
た
。

森
谷
さ
ん
の
ご
家
族
と
近
く
に
嫁
が
れ
た
久
栄
さ
ん
の
妹
さ

ん
も
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
ら
れ
、
私
も
一
緒
に
、
佛
前
に
て
「
日

の
丸
の
旗
」
を
囲
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
カ
メ
ラ
マ
ン
の
方
が
写

真
を
撮
り
ま
し
た
。
翌
九
日
付
け
の
山
形
新
聞
に
は
『
懐
か
し

武
運
長
久
、
米
軍
軍
曹
の
好
意
実
る
、
ル
ソ
ン
の
日
の
丸
十
三

年
ぶ
り
遺
族
の
手
に
』
と
佛
前
で
撮
っ
た
写
真
と
共
に
大
き
く

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

芳
賀
さ
ん
も
リ
ザ
ー
ル
の
戦
闘
で
は
久
栄
君
と
一
緒
だ
っ
た

の
で
、
記
者
の
方
に
お
話
し
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
芳
賀
さ
ん
方

に
も
行
か
れ
、
リ
ザ
ー
ル
の
決
戦
の
模
様
の
記
事
と
顔
写
真
も

同
時
に
掲
載
と
な
り
ま
し
た
。

十
三
年
忌
に
奇
し
く
も
「
日
の
丸
の
旗
」
が
ご
遺
族
の
手
に

も
ど
っ
た
こ
と
に
因
縁
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
強
く
印
象
に
残
っ

て
お
り
ま
す
。

照
空
隊
は
歩
兵
に
転
科

玉
砕
直
前
に
ル
ソ
ン
島
の
戦
闘
　 

秋
田
県
　
照
井
浅
之
助
　 

私
は
昭
和
十
四
年
徴
集
、
徴
兵
検
査
で
は
甲
種
合
格
で
あ
っ

た
。
身
長
は
低
か
っ
た
が
百
姓
で
育
っ
た
の
で
、
心
身
共
に
地

金
は
硬
か
っ
た
。
後
に
届
い
た
「
現
役
兵
集
合
命
令
書
」
に
よ

る
と
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
「
高
射
砲
兵
」
く
じ
番
号
八
番

と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
兵
種
は
、
昭
和
十
四
年
ノ
モ
ン
ハ
ン
事

件
後
に
新
設
さ
れ
た
も
の
で
、
後
に
は
防
空
兵
と
改
め
ら
れ
た
。

本
来
な
ら
ば
内
地
の
部
隊
に
入
営
と
な
る
と
こ
ろ
を
、
私
は

広
島
西
練
兵
所
に
、
昭
和
十
五
年
二
月
二
十
九
日
（
こ
の
年
は

閏
年
）

、
午
前
九
時
集
合
と
な
っ
て
い
た
。
雪
も
寒
さ
も
厳
し




